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要約：歯科衛生士の業務は感染リスクを負った精密作業である。この業務を適切かつ
安全に行うには、手指に適切にフィットしていて、手掌部と手首を締付けないラテッ
クスグローブを選択することが重要である。また、臨床現場の歯科衛生士は毎日ラテ
ックスグローブを長時間着用しているが、それによる手指への影響を調べた研究は少
ない。
本研究では、本学歯科衛生学科の学生を対象にラテックスグローブのフィッティン
グ状況に関する調査とラテックスグローブを 4時間着用した後に手指に生じる疲労感
等を調査した。
その結果、ラテックスグローブ着用時にきつく感じる部位として訴えが最も多かっ
たのは手掌周囲で、次いで拇指周囲であった。また、左右の各指の長さの適合状態に
ついて調べた結果、対象者の約半数でラテックスグローブの指の長さが合っていない
と感じていることが判明した。さらに、手指に適合していないラテックスグローブで
は、手指に適合しているラテックスグローブよりも、着用後の手の疲れおよび指の動
かしにくさの訴え率が高くなる傾向が示された。

Abstract : Dental hygienists perform several tasks that predispose them to various infec-

tions. To prevent such infections and maintain a high standard of hygiene, it is important to

choose latex gloves that fit the wearer’s fingers and thumbs and palms well, without con-

stricting them. In clinical settings, dental hygienists are required to wear latex gloves for

long durations on a daily basis, and not many studies have investigated the effects of wear-

ing latex gloves on hands for such long durations.

In the present study, a survey was conducted to ascertain latex glove fitting among the

students in the Department of Dental Hygiene, and investigate the effects of wearing latex

gloves on hand fatigue.

The results showed that the subjects experienced a sense of constriction while wearing la-

tex gloves for about 4 hours, most commonly around the palm, followed by the thumb.
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は じ め に

医療現場における感染予防対策の重要性は、

近年ますます高まってきている。アメリカの

CDC（Center for Disease Control and Preven-

tion：疾病管理予防センター）は、全ての患者

の血液、特定の体液は感染の危険があり、その

取扱に注意すべきであるとして、スタンダード

プリコーション（標準的予防対策）を提唱し、

医療行為の際にラテックスグローブを着用する

ことの重要性を示している1）。日本でも厚生労

働省の通知の中に、「感染性物質に触れる可能

性のある場合には、手袋・ガウン・マスクなど

の個人用防御具が適切に配備され、その使用法

が正しく認識、遵守されている必要がある」と

記載されている2）。

歯科医療では、施術対象が口腔内という粘膜

である上、治療の際に出血することが多く、手

指が血液に触れる機会が非常に多い職場であ

る。従って、歯科医療従事者においては、ラテ

ックスグローブの着用が必要不可欠であり、手

指に適度にフィットしていて、手掌部と手首を

締付けないラテックスグローブを用いることが

提言されている3）。

一方、歯科衛生士の筋骨格系の健康障害の訴

え率が高いことも報告されている。アメリカの

調査では歯科衛生士の腰、頸部、肩、腕及び手

の筋骨格系疼痛の発現は、63％～93％ にも達

していた4）。筆者らの調査では、日本の歯科衛

生士の頸部、肩部、腰部での筋骨格系の健康障

害の訴え率は 60％～80％であった5）。

また、筆者らの調査では、市販のラテックス

グローブの寸法規格6）が、若年女性に適合し難

いことを示した7）。とくに、手掌部は小さく、

指の部分の長いことを指摘している。手を締付

けるラテックスグローブは局所の筋、血管、神

経を圧迫し、指先が余る場合には器具操作の際

に余計な力が必要となる。従って、こうしたグ

ローブは局所筋の負担を増大させると同時に局

所の疲労感を増大させる恐れの高いことが指摘

されている。このような負担や疲労の蓄積が歯

科衛生士の筋骨格系の健康障害の発症率の高さ

の一因となっていることは否定できない。

これまでのラテックスグローブのフィッティ

ングを調べた研究を見ると、きつくフィットし

たラテックスグローブは手根管や指を圧迫し手

根管症候群のリスクを高める恐れがあると指摘

しているが、実際のフィッティング感や疲労感

等の訴えを調べた研究は見られない。Powell

らは、器具を把持する際に、左右兼用のデザイ

ンのラテックスグローブでは左右別々のデザイ

ンのラテックスグローブよりも機械的ストレス

が大きくなることを示しているが、疲労感等の

訴えについては検討されていない8）。

今回、将来歯科衛生士として毎日ラテックス

グローブを長時間着用することになる歯科衛生

士学生を対象に、ラテックスグローブのフィッ

ティング感と着用後の手の疲れ及び指の動かし

難さに関する調査を行った。これにより、不適

切なフィッティングのラテックスグローブが手

指の疲労感に与える影響を検討した。

方 法

本研究は漓ラテックスグローブのフィッティ

Glove fitting was also assessed for each finger and thumb on both hands of the subjects.

The results showed that about 50％ of the subjects thought that the latex gloves did not fit

their fingers and thumbs well. Furthermore, compared to well-fitting gloves, it was observed

that ill-fitting gloves increased the incidence of hand fatigue and finger immobility after use.

Key words：ラテックスグローブ latex gloves フィッティング fitting 手の疲れ hand fatigue

指の動かしにくさ finger immobility
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ングに関する質問紙調査と滷ラテックスグロー

ブの着用後の手指の疲労感に関する質問紙調査

の 2種類からなる。

漓 ラテックスグローブのフィッティングに関

する質問紙調査

対象者

本学歯科衛生学科の平成 17年度生 114名、

平成 18年度生 113名、平成 19年度生 102名

合計 329名を対象とした。全員女性であり、

調査時期は入学後の 1年 1ヶ月以内とし、本

調査で用いたラテックスグローブの使用年数

が皆同じとなるようにした。

調査に用いたラテックスグローブ

株式会社ビー・エス・エーサクライ製 ラテ

ックスグローブ パウダーフリー 滑り止め

加工付（以下 BSA グローブとする）の SSS

サイズ、SS サイズ、S サイズ、M サイズ、

L サイズのうち、対象者が通常使用している

サイズを選択させた。調査に用いた BSA グ

ローブは全て、使い捨て検査・検診用ゴム手

袋の規格（JIS T 9115）の範囲内であり、ま

た有効使用期限内のものを用いた。

質問紙の内容

対象者の年齢、身長、体重、ラテックスグロ

ーブのフィッティングに関する項目（着用時

にきつく感じる部位、各指の長さの適合性）

について調査した。

滷 ラテックスグローブの着用後の手指の疲労

感に関する質問紙調査

対象者

本調査では、漓ラテックスグローブのフィッ

ティングに関する質問紙調査の対象者のう

ち、平成 19 年度入学生 102 名を対象とし

た。

調査に用いたラテックスグローブ

漓ラテックスグローブのフィッティングに関

する質問紙調査で用いたラテックスグローブ

と同じものを使用した。

ラテックスグローブの着用条件

対象者にラテックスグローブを着用させ、講

義を受講させた。約 4時間着用後に手指の疲

労感を質問紙にて調査した。

質問紙の内容

手指の疲労感の調査として、手の疲れの訴え

の有無、指の動かし難さの訴えの有無を調べ

た。

結 果

1．対象者の年齢、身長、体重、BMI

対象者の調査時の年齢、身長、体重、BMI

（Body Mass Index）の平均値について、入学年

度別に表 1に示した。

2．ラテックスグローブのフィッティングの状

況

ラテックスグローブ着用時に「きつい」と感

じる部位の割合を表 2に示した。ラテックスグ

ローブ着用時に「きつい」と感じる訴え率の最

も高かった部位は、左右とも手掌周囲（左手

32.5％、右手 30.7％）であり、次いで拇指周囲

（左手 21.9％、右手 20.1％）、示指周囲（左手

10.3％、右手 10.6％）であった。拇指、示指、

中指、薬指、手掌周囲、手首周囲のいずれかの

部位で「きつい」と訴えている人の割合は、右

手で 47.1％、左手で 48.0％であった。約半数

の人で、ラテックスグローブ着用時に「きつ

表 1 入学年度別の年齢、身長、体重、BMI
平均値±SD

入学年度 年齢（歳）身長（cm）体重（kg） BMI

平成 17年度
（n＝114）

19.1
±0.4

157.2
±5.9

50.2
±7.7

20.3
±2.7

平成 18年度
（n＝113）

19.1
±0.3

158.2
±5.1

50.1
±5.8

20.0
±2.0

平成 19年度
（n＝102）

19.0
±0.2

158.3
±5.3

50.7
±6.0

20.3
±2.2

全体
（n＝329）

19.1
±0.3

157.9
±5.5

50.3
±6.5

20.2
±2.3
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い」と感じている部位のあることが分かった。

また、拇指、示指、中指、薬指、小指でのラ

テックスグローブの長さのフィッティング状況

を図 1に示した。いずれの指においても、「ラ

テックスグローブと指の長さがピッタリ」と答

えた人の割合は 43.5％～56.8％であり、「ラテ

ックスグローブの方が長い」と答えた人の割合

は 27.7％～45.6％、「ラテックスグローブの方

が短い」と答えた人の割合は 7.6％～15.5％で

あった。ラテックスグローブと指の長さの適合

性の良い人は、対象者の約半数であり、残りの

半数はラテックスグローブと指の長さの適合性

が悪い状況にあり、とくにラテックスグローブ

の方が長い人の多いことが示された。

3．ラテックスグローブ着用後の手指の疲労感

について

ラテックスグローブ着用後の手指の疲労感に

ついての訴え率を図 2に示した。対象者の 75.5

％が、手の疲れ又は指を動かし難いのいずれか

を訴えていた。手の疲れのみ訴えているのは

23.5％、指を動かし難いのみ訴えているのは

16.7％、手の疲れと指を動かし難いの両方を訴

えているのは 35.3％であった。手の疲れの訴

え、指を動かし難いの訴えのそれぞれ単独での

訴え率よりも、両方を訴えている割合の方が高

かった。

また、手の疲れの訴え率と指を動かし難いと

表 2 グローブ着用時に「きつい」と感じる部位
の訴え率（％） （n＝329）

部 位 左手 右手

手掌周囲 32.5 30.7

拇指周囲 21.9 20.1

示指周囲 10.3 10.6

小指周囲 8.5 8.8

中指周囲 8.2 8.2

薬指周囲 6.1 7.0

手首周囲 1.2 1.5

いずれかの部位で「きつい」と
訴えている者の割合

48.0 47.1

図 1 ラテックスグローブと各指とのフィッティング状況（n＝329）
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の訴え率の相互の相関係数は 0.316（p＜0.01）

であった。

4．ラテックスグローブのフィッティングの状

況と着用後の手指の疲労感との関連につい

て

ラテックスグローブ着用時に拇指、示指、中

指、薬指、小指、手掌の各部位において「きつ

い」と感じる訴え（以下締付け感）の有無と着

用後の手の疲れの訴え率との関連を図 3に示し

た。右手示指と右手中指を除いて、ラテックス

グローブによる締付け感が有ると着用後の手の

疲れの訴え率が高くなる傾向にあり、とくに左

手拇指でこの傾向が強かった（ χ 2検定，p

＜0.05）（図 3）。

同様に、ラテックスグローブによる締付け感

の有無と指の動かし難さの訴え率との関連を図

4に示した。ラテックスグローブによる締付け

感が有ると、着用後の指の動かし難さの訴え率

が高くなる傾向にあり、とくに右手中指と右手

示指でこの傾向が強かった（右手中指 χ 2検

定，p＜0.01、右手示指 χ 2検定，p＜0.05）（図

4）。

ラテックスグローブによる締付け感が有る

と、締付け感が無い人よりも着用後の手の疲れ

及び指の動かし難さの訴え率が高くなることが

示された。

また、ラテックスグローブの指の長さの適合

性の良否と着用後の手の疲れとの関連について

図 5に示した。ラテックスグローブと指の長さ

の適合性が悪いと良い場合よりも着用後の手の

疲れの訴え率が高くなる傾向が見られ、左右の

拇指においてこの傾向が顕著であった（右手拇

指 χ 2検定，p＜0.01、左手拇指 χ 2検定， p

＜0.05）（図 5）。同様に、ラテックスグローブ

図 2 ラテックスグローブ着用後の手指の疲労感
の訴え率（％）（n＝102）

図 4 ラテックスグローブによる締付け感の有無
と指の動かし難さの訴え率（％）（n＝102）

図 3 ラテックスグローブによる締付け感の有無
と手の疲れの訴え率（％）（n＝102）

図 5 ラテックスグローブと指の長さの適合性の
良否と手の疲れの訴え率（％）（n＝102）
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と指の長さの適合性の良否と着用後の指の動か

し難さの訴え率を図 6 に示した。右手におい

て、指の長さの適合性が悪いと指の動かし難さ

の訴え率が高くなる傾向が見られた（図 6）。

ラテックスグローブと指の長さの適合性の良

否は、着用後の手の疲れの訴え率及び指の動か

し難さの訴え率に影響していることが示され

た。

考 察

本調査結果から、対象者の約半数がラテック

スグローブ着用時に「きつい」と感じており、

「きつい」と感じる訴え率の最も高かった部位

は手掌周囲で、次いで拇指周囲、示指周囲であ

った。また、ラテックスグローブと指の長さが

ピッタリとしたのは対象者の約半数であり、残

りの半数はラテックスグローブの長さと指の長

さが適合しておらず、とくにラテックスグロー

ブの方が長いとした人が多かった。従って、市

販のラテックスグローブでは、歯科衛生士学生

の多くにおいて手掌部、拇指、示指できつい

が、指先が余る状況にあることが示された。

さらに、ラテックスグローブ着用後の手指の

疲労感を調べた結果、多くの対象者でラテック

スグローブ着用後に手の疲れ及び指の動かし難

さを訴えていた。これらの訴えは単独よりも、

両方訴えている人の方が多く、手の疲れと指の

動かし難さは相互に関連していることも示され

た。

また、ラテックスグローブによる締付け感の

有無及び指の長さのフィッティングの良否は、

着用後の手指の疲労感に影響を与えていること

も認められた。締付け感がある、あるいは指の

長さの適合性の悪いラテックスグローブを着用

すると、手の疲労感を増大させることが示され

たといえるだろう。とくに、示指と中指でのラ

テックスグローブの締付け感の有無は着用後の

指の動かし難さの訴え率に影響を与えていた。

拇指においては締付け感の有無と指の長さ適合

性のいずれも、手の疲れの訴え率との関連が強

いことも示された。従って筋骨格系の健康障害

予防のためには、拇指、示指、中指の長さに適

合して締付け感の無いラテックスグローブを選

択すべきであると言える。

臨床現場の歯科衛生士のラテックスグローブ

の 1日の着用時間や交換頻度を調べた報告9）に

よると、ほとんどの歯科衛生士が勤務中はラテ

ックスグローブを常時着用で、交換頻度は 1日

2回が最も多く、昼休み以外は常にラテックス

グローブを着用している状況がうかがえる。ま

た、歯科衛生士の労働条件の実態調査10）による

と、歯科衛生士の 1日の平均勤務時間は 8.4時

間であった。従って歯科衛生士の 1日のラテッ

クスグローブ着用時間は、7時間から 8時間程

度であると想定される。

本調査では、ラテックスグローブを 4時間着

用した場合の手指の疲労感への影響を見ている

ので、臨床現場の歯科衛生士のラテックスグロ

ーブ着用による手指の疲労感への影響は、本調

査結果よりもはるかに大きいことは容易に推測

できる。さらに、本調査結果からラテックスグ

ローブによる締付け感のある人の割合は約 5割

で、指の長さの適合性が悪い人の割合は約 5割

であり、ラテックスグローブのフィッティング

の悪さは、非常に多くの人に大きな影響を与え

ているといえるだろう。

市販のラテックスグローブのこのような状況

を改善するには、ラテックスグローブの寸法の

JIS 規格の変更が必要と考えられる。現状のラ

テックスグローブの寸法の JIS 規格は、掌部の

図 6 ラテックスグローブと指の長さの適合性の
良否と指の動かし難さの訴え率（％）（n＝
102）
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幅と全長の規格しかない上、4～5種類程度の

サイズ展開が一般的であるので、このような点

も含めた変更が求められるだろう。さらに、JIS

規格の変更と同時に、ラテックスグローブの適

切な選択方法の提言も重要であると考えられ

た。

結 論

今回、歯科衛生士学生を対象に、ラテックス

グローブのフィッティングに関する調査とラテ

ックスグローブの着用後の手指の疲労感に関す

る調査を行った結果、以下のような結論を得

た。

1．対象者の約半数でラテックスグローブ着用

時に締付けを感じており、また指の長さの適

合性の悪い人も約半数であり、不適切なフィ

ッティングのラテックスグローブを着用して

いる人の多いことが推測された。

2．締付け感がある、あるいは指の長さの適合

性が悪い等の不適切なフィッティングのラテ

ックスグローブは、着用後の手指の疲労感を

高めていると示唆された。

3．拇指、示指、中指でのラテックスグローブ

のフィッティングの良否が着用後の手指の疲

労感に比較的強く影響していることが示唆さ

れた。
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